
 

 

様式第５（第４条関係） 

（表） 

  
※整理番号   

振動に係る特定施設設置（使用、変更）届出書 

 

年   月   日  

 鹿児島市長  殿 

届出者 住 所 鹿児島市○○町△△番××号    

                     

氏 名 株式会社○○××         

代表取締役  △△ ××     

 

 

 鹿児島市環境保全条例第８条（第９条、第１０条）の規定により、特定施設について、

次のとおり届け出ます。 

特 定 工 場 等 の 
名 称 

○○△△店 電 話 番 号 △△△－×××× 

特 定 工 場 等 の 
所 在 地 

 鹿児島市 

○○町△番××号 
用 途 地 域 商業地域 

公害防止担当責任者 職 名 主 任 氏 名 ○○ ×× 

業 種 飲食店 従 業 員 数 15人 

主 要 生 産 品 目 

 
１ 

 

２ 

 

３ 

そ の 他 の

特 定 施 設

の 有 無 

１ ばい煙 ２ 粉 じ ん 

３ 汚 水 
 

４ 騒 音 

作 業 時 間 
10時00分から 

20時00分まで 
10時間 

月 当 た り 

作 業 日 数 
30日間／月 

※ 受 理 年 月 日 年  月  日  ※ 備 考   

備考 

 １ 届出者が法人である場合にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事業所の

所在地を記載すること。 

 ２ 「その他の特定施設の有無」欄は、騒音に係る特定施設のほかに、条例第２条第５

号に規定する特定施設として届け出たものの項を○で囲むこと。 

 ３ ※印欄は記載しないこと。 

 

主要生産品目が特に無

い場合は、未記入でかま

いません 

記入例 

・
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
地
域
を
記
入 

・
用
途
地
域
が
無
指
定
の
場
合
は
「
指
定
無
し
」
と
記
入 



 

 

（裏） 

工場又は事業場にお

け る 施 設 番 号 
１号機   

特 定 施 設 番 号 ３    

特 定 施 設 の 種 類 圧縮機   

名 称 ・ 型 式 R2012-△△    

設 置 年 月 日 年  月  日 年  月  日 年  月  日 

着 工 予 定 年 月 日 ○○年△月××日 年  月  日 年  月  日 

使用開始予定年月日 ○○年△月××日 年  月  日 年  月  日 

規 模 22.5ｋｗ    

使

用

の

方

法 

１日の使用時間 

及 び 

使 用 の 形 態 

10時00分～20時00分  時 分～ 時 分  時 分～ 時 分 

    

１ 月 当 た り の 

作 業 日 数 
30日    

季 節 変 動 夏・冬に運転    

振 動 の 防 止 の 方 法 ・防振ゴムの設置    

備考 

 １ 「特定施設の種類」欄には、鹿児島市環境保全条例施行規則別表第１の５に掲げる

項番号及び施設名を記載すること。 

 ２ 条例第８条の規定による届出の場合には着工予定年月日及び使用開始予定年月日の

欄に、条例第９条の規定による現に設置している特定施設についての届出の場合には

設置年月日の欄に、条例第９条の規定による設置のための工事をしている特定施設又

は条例第１０条の規定による特定施設の変更についての届出の場合には設置年月日、

着工予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。 

 ３ 「規模」欄には、振動を発生する施設の規模に応じて、原動機の定格出力（kW）等

を記載すること。 

 ４ 「振動の防止の方法」欄には、つり基礎、防振ゴム等振動の防止に関して講じよう

とする措置の概要を記載し、できる限り図面等を添付すること。 

 ５ 次の書類を添付すること。 

  (1) 付近の見取図 

  (2) 振動に係る特定施設の配置図 

  (3) 操業工程の概要図 

  (4) 特定施設の構造図 


